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―
―
中
央
労
働
学
園
設
立
五
〇
周
年

―
―

社
会
学
部
の
前
史
を
語
る

―
―
鳥
居
俊
夫
さ
ん
、
若
林
章
雄
さ
ん

‐
―

一
九
四
六
年
八
月
、
財
団
法
人

・
協
調
会
解
散
の

後
を
継
い
で
財
団
法
人

。
中
央
労
働
学
園
が
設
立
さ

れ
ま
し
た
。

一
九
四
七
年
四
月
、
中
央
労
働
学
園
専

門
学
校
が
創
設
さ
れ
ま
し
た
。　
一
九
四
九
年
、
新
学

制
の
実
施
に
伴

っ
て
、
新
た
に
学
校
法
人
と
な
っ
た

中
央
労
働
学
園
が
経
営
す
る
中
央
労
働
学
園
大
学
が

発
足
し
ま
し
た
。
専
門
学
校
の

一
年
生
は
大
学
の
一

年
生
に
移
行
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
同
大
学
は
経
営

困
難
に
陥
り
法
政
大
学
に
合
併
さ
れ
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

一
九
五

一
年
八
月
、
中
央
労
働
学
園
大
学
社
会
学

部
は
法
政
大
学
社
会
学
部
と
し
て
再
出
発
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

今
年
、

一
九
九
六
年
は
、
中
央
労
働
学
園
設
立
五

〇
周
年
に
あ
た
り
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
中
央
労
働

学
園
大
学
時
代
に
事
務
局
を
担
当
さ
れ
て
い
た
鳥
居

俊
夫
さ
ん
と
若
林
章
雄
さ
ん
の
お
二
人
に
、
当
時
の

思
い
出
を
い
ろ
い
ろ
と
語

っ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
し

ま
し
た
。
聞
き
手
は
、
『
同
窓
会
会
報
』
編
集
部
の

高
橋
で
す
。

先
般
八
月
上
旬
に
行
わ
れ

ま
し
た
法
政
大
学
卒
業
生
評

議
員
選
挙
に
際
し
ま
し
て
は
、

同
窓
生
の
皆
様
方
の
絶
大
な

る
ご
支
援
を
賜
り
、
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
ま
す
。

ご
支
援
を
い
た
だ
き
ま
し

た
結
果
、
五
〇
八
票
の
ご
支

持
に
よ
り
当
選
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
こ
こ
に
紙
面

―
ま
ず
、　
一
九

一
九
年
設
立

の
協
調
会
が
戦
後
解
散
に
追

い
や
ら
れ
、
中
労
学
園
が
発

足
す
る
経
過
の
ポ
イ
ン
ト
に

つ
い
て
お
話
し
下
さ
い
。

鳥
居
　
一
九
四
六
年
六
月
の

初
め
、
「
協
調
会
の
存
続
を

め
ぐ
る
問
題
」
に
つ
い
て
の

最
後
の
会
談
が
、
Ｇ
Ｈ
Ｑ
の

コ
ー
エ
ン
労
働
課
長
と
、
そ

の
年
の
二
月
に
就
任
し
た
ば

か
り
の
添
田
敬

一
郎
協
調
会

会
長
と
の
間
で
行
な
わ
れ
ま

し
た
。
既
に
そ
の
年
の
二
月

に
は
、
官
制
の

「
中
央
労
働

委
員
会
」
が
発
足
し
て
い
ま

し
た
の
で
、
そ
の
分
野

（労

資
紛
争
の
調
停
）
を
除
い
た

他
の
事
業

（調
査
、
教
育
、

を
お
借
り
し
て
深
く
感
謝
を

申
し
上
げ
る
次
第
で
す
。

今
後
は
法
政
大
学
の
教
学

改
革
や
、
市
ケ
谷
校
地
の
再

開
発
な
ど
主
要
な
案
件
に
関

し
て
卒
業
生
評
議
員
二
十
八

人
の
一
人
と
し
て
、
責
任
あ

る
職
務
を
皆
様
方
よ
り
任
せ

ら
れ
ま
し
た
こ
と
を
厳
粛
に

受
け
止
め
、
最
善
の
努
力
を

尽
く
す
決
意
で
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
う
え
も
同
窓
生
の
多

く
の
皆
様
方
の
ご
意
見
を
拝

聴
い
た
し
ま
し
て

「自
由
と

進
歩
」
、
「
開
か
れ
た
学
風
」

出
版
）
を
引
き
継
ぐ
べ
き
新
　
　
的
な
指
示
命
令
の
出
し
方
、

団
体
と
し
て
、
「
労
働
問
題
　
　
協
調
会
の
置
か
れ
て
い
た
立

を
研
究
す
る
学
徒
団
体
と
し
　
　
場
お
よ
び
そ
の
後
の
経
過
か

て
、
「
個
種

。
中
央
労
働
学

　

ら́
み
て
ほ
ぼ
間
違
い
な
い
と

園
」
と
い
う
試
案
が
コ
ー
エ
　
　
思
い
ま
す
。

ン
か
ら
出
さ
れ
事
実
上
決
定
　
　
若
林
　
コ
ー
エ
ン
が
セ
ン
ト

し
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
　
　
ラ
ル
・
レ
イ
バ
ー
・
カ
レ
ッ

ま
す
。
こ
の
推
測
は
、
当
時
　
　
ジ
に
し
ろ
と
言
っ
た
と
聞
い

の
占
領
軍
司
令
部
の
、　
一
方
　
　
て
い
ま
す
。

協
調
会
と
の
継
続
関
係
　
　
　
　
た
人
た
ち
に
は
ど
う
い
う
方

―
新
発
足
の
中
労
学
園
は
、　
　
が
ぉ
ら
れ
ま
し
た
か
。

協
調
会
と
の
継
続
で
は
な
く
　
　
鳥
居
　
村
山
重
忠
、
栢
野
晴

断
絶
を
強
調
し
て
い
た
と
聞
　
　
夫
、
山
本
巖
、
な
ど
の
先
生

き
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
が
協
調
会
関
係
者
で
し
た
。

鳥
居
　
そ
の
通
り
で
し
た
。
　
　
永
野
順
造
さ
ん

（賃
金
、
生

学
生
に
学
園
の
説
明
を
す
る
　
　
活
問
題
）
な
ど
も
嘱
託
と
し

に
あ
た
っ
て
は
、
か
つ
て
の
　
　
て
調
査
の
什
」事
に
た
ず
さ
わ
っ

労
使
協
調
団
体
で
あ
る
協
調
　
　
て
い
ま
し
た
が
、
中
労
学
園

会
と
は
縁
が
切
れ
て
い
る
ん
　
　
に
引
き
継
が
れ
て
い
ま
せ
ん
。

だ
と
い
う
こ
と
を
し
き
り
に
　
　
中
島
正
、
逸
見
重
雄
、
長
谷

協
調
し
ま
し
た
。
そ
う
せ
ざ
　
　
川
博
、
近
江
谷
駒

（小
牧
近

る
を
得
な
い
当
時
の
情
勢
で
　
　
江
）
、
柘
植
秀
臣
、
村
井
康

し
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
男
、
湯
川
和
夫
、
桜
井
庄
太

―
協
調
会
か
ら
中
労
学
園
　
　
郎

（社
会
学
）
な
ど
の
諸
先

へ
移
籍
し
、
そ
の
後
、
中
央
　
　
生
は
中
労
学
園
段
階
で
採
用

学
勧
学
園
大
学
の
教
授
に
な
っ
　
　
さ
れ
た
方
た
ち
で
す
。

法
政
大
学
の
百
十
五
年
の
歴

史
の
重
さ
を
二
十

一
世
紀
に

向
け
真
に
前
進
さ
せ
る
べ
く
、

評
議
員
会
に
役
立
て
れ
ば
と

感
じ
て
お
り
ま
す
。

今
後
と
も
皆
様
方
の
ご
指

導
ご
鞭
撻
を
賜
り
ま
す
よ
う

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

こ
こ
に
ご
支
援
を
賜
り
ま

し
た
多
く
の
皆
様
方
に
御
礼

の
ご
挨
拶
と
ご
報
告
を
申
し

上
げ
る
次
第
で
す
。

法
政
大
学
評
議
員

社
会
学
部
同
窓
会
会
長

黒
坂

一
久

若
林
　
私
は
、
中
労
学
園
の

発
足
当
初
職
員
と
し
て
採
用

さ
れ
た

一
人
で
す
が
、
ち
ょ

う
ど
そ
の
時
、
逸
見
重
雄
先

生
の
解
雇
問
題

（病
気
の
た

め
長
期
欠
勤
）
が
あ
り
、
激

し
い
復
職
闘
争
に
ぶ
つ
か
り

驚
き
ま
し
た
。

(左、鳥居さん、右、若林さん)

―
記
録
に
よ
れ
ば
法
政
大

学
社
会
学
部
に
な
っ
て
か
ら

服
部
之
聡
先
生
が
来
ら
れ
て

い
ま
す
。

鳥
居
　
財
団
法
人
中
央
労
働

学
園
の
初
代
理
事
長
は
桂
暴

（
タ
カ
シ
）
氏
で
、
同
氏
は

協
調
会
時
代

「
常
議
員
」

（評
議
員
の
中
で
、
会
議
に

特
に
出
席
を
義
務
づ
け
ら
れ

て
い
た
人
た
ち
）
で
し
た
。

桂
さ
ん
は
、
中
央
労
働
学
園

専
門
学
校
の
初
代
校
長
で
も

あ
り
ま
し
た
が
、
経
営
に
専

念
す
る
た
め

一
年
で
辞
め
、

新
校
長
に
は
永
井
亨
さ
ん

（専
門
は
人
口
問
題
。
協
調

会
創
建
時
代
の
常
務
理
事
）

が
、
就
任
し
ま
し
た
。

若
林
　
中
労
学
園
の
職
員
は

い
ち
ば
ん
多
い
と
き
で
、　
一

一
二
人
い
ま
し
た
。
法
政
大

学
に
吸
収
さ
れ
る
前
に

「
希

望
退
職
」
を
何
回
も
募

っ
て

い
ま
す
。

盛
況
だ

っ
た
専
門
学
校

　
　
　

か
。

―
旧
制
の
専
門
学
校
は
か
　
　
鳥
居
　
た
し
か
に
専
門
学
校

な
り
人
気
が
高
か
っ
た
と
聞
　
　
時
代
は
活
気
が
あ
り
ま
し
た
。

き
ま
す
。
新
制
大
学
で
大
学
　
　
本
科
は
昼
の
課
程
が
三
年
、

に
昇
格
で
き
た
の
に
、
そ
こ
　
　
夜
の
課
程
が
四
年
で
、
ほ
か

で
経
営
が
苦
し
く
な
っ
た
の
　
　
に
夜
間

一
年
制
の
別
科
が

は
な
ぜ
だ

っ
た
の
で
し
ょ
う
　
　
　
　
　
（
二
頁
へ
つ
づ
く
）


